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WB 1:500-1:2000,ELISA 1:5000-1:20000
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	製品名: IL1RAPL1マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン-1受容体ファミリーの一員であり、インターロイキン-1アクセサリータンパク質に類似しています。最も近縁なのは、インターロイキン-1受容体アクセサリータンパク質様2（IL1RAPL2）です。この遺伝子とIL1RAPL2は、X連鎖性非症候性精神遅滞に関連するX染色体領域に位置しています。精神遅滞患者において、この遺伝子の欠失および変異が認められています。この遺伝子は、海馬記憶系に関与する出生後の脳構造において高レベルで発現しており、これは記憶および学習能力の基礎となる生理学的プロセスにおいて特別な役割を果たしていることを示唆しています。
	研究分野
	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	IL1RAPL1マウスmAbを用いたA431（1）、SK-Hep-1（2）、HL-7702（3）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。

